
市民アンケート調査の実施について

１．実施の目的

「土浦市公共施設再編・再配置計画」の改定にあたり、本市の公共施設にかかる現状と

その適正管理に向けた取り組みや、今年度の検討結果である「類型別の方向性（素案）」

について、市民に幅広く意見・意向を伺うため、市民を対象としたアンケート調査を実施

します。

２．実施概要

市民へのアンケート調査の実施概要は以下の通りです。

３．今後の対応

アンケート結果を踏まえ、類型別・地区別の方向性を検討するとともに、個別の施設の

方向性検討へ繋げます。

実施対象

・１５歳以上の市民３，０００名

（１０～２０代、３０代、４０代、５０代、６０代、７０代以上

各５００名を無作為抽出）

実施時期 ・令和６年３月１４日（木）～４月４日（木）

実施方法 ・無記名回答方式

回収方法
・ＷＥＢ回答（ＬｏＧｏフォーム）

・郵送

調査内容

・回答者属性

・サービス類型別の方向性（素案）への賛否とその理由

・施設の利用状況と今後の取扱いの意向

・自由意見

周知方法
・広報つちうら

・市ホームページ
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土浦市 市長公室 行革デジタル推進課 公共施設マネジメント推進室 川中・藤原

電話 029-826-1111 内線2497 （平日：8:30～17:15）

設問３ あなたの性別をお答えください。（選択肢の記号から１つ選んで○をつけてください。）

ａ. 男性 ｂ. 女性 ｃ． 回答しない

設問４ あなたの年齢についてお答えください。（選択肢の記号から１つ選んで○をつけてください。）

ａ．１０歳代 ｂ. ２０歳代 ｃ. ３０歳代 ｄ. ４０歳代

ｅ．５０歳代 ｆ. ６０歳代 ｇ. ７０歳代以上

設問５ あなたの職業をお答えください。（兼業の場合は主とする職業を選択肢の記号から１つ選んで○を

つけてください。）

ａ. 会社員 ｂ. 公務員 ｃ. 自営業 ｄ. パート・アルバイト

ｅ. 学生 ｆ. 家事専業 ｇ． 無職 ｈ. 農林水産業

ｉ. その他（ ）

設問６ あなたの住んでいる地区をお答えください。（選択肢の記号から１つ選んで○をつけてください。）

ａ. 一中地区 ｂ. 二中地区 ｃ. 三中地区 ｄ. 四中地区

ｅ. 五中地区 ｆ. 六中地区 ｇ. 都和中地区 ｈ. 新治地区

ｉ. わからない

設問７ あなたが通勤または通学している場所をお答えください。（選択肢の記号から１つ選んで○をつけ

てください。）

ａ. 土浦市内 ｂ. 土浦市外（県内） ｃ. 土浦市外（県外）

ｄ. 通勤・通学していない（自営業・家事専業・無職）

設問８ あなたの土浦市（旧新治村も含めて）での居住年数をお答えください。（選択肢の記号から１つ選ん

で○をつけてください。）

ａ. １年未満 ｂ. １年以上５年未満 ｃ. ５年以上１０年未満

ｄ. １０年以上２０年未満 ｅ. ２０年以上３０年未満 ｆ. ３０年以上４０年未満

ｇ. ４０年以上

類型別の方向性（素案）の策定方法のほか、土浦市内の公共施設全般に関して、何かご意見がございまし

たらご自由にお答え下さい。（回答欄に書ききらない場合は、別紙でのご回答も可能です。）

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。

お手数ですが、同封の返信用封筒に入れてポストに投函または、Ｗｅｂによる回答（いずれか一つのみ）

をお願いいたします。

なお、別紙の「類型別の方向性（素案）」については、現在、市で検討している内容であり、今後、このア

ンケート調査結果などを参考に、さらに検討を進めてまいります。

土浦市公共施設等再編・再配置に関するアンケート調査

市民の皆様には、日頃より、市政にご理解とご協力を頂き、心より感謝申し上げます。

土浦市では、令和３年度に策定した「土浦市公共施設等総合管理計画（改訂版）」に定める、公共施設

の施設量や施設配置の適正化を推進するための実行計画として、令和４年度に「土浦市公共施設等再

編・再配置計画」を策定し、公共施設の総量縮減や、施設類型を横断した複合・集約化によるサービス

の維持・向上など、公共施設の再編に向けた取り組みを進めています。

今年度は、対象178施設を 23類型に分類し、将来あるべき姿を見据えた上で、類型別の現状と課題を

踏まえた今後の方向性として「類型別の方向性（素案）」を策定しました。

今後、「類型別の方向性（素案）」に基づく施設配置のあり方について、地区別の視点等を踏まえた検

討を行い、令和６年度末には178施設の「配置方針（素案）」を策定する予定です。

その中で、実際に公共施設をご利用いただいている市民の皆様のお考えやご意見などをお伺いし、よ

りよい公共施設のあり方を検討していく参考とする必要があると考え、このアンケート調査を実施させ

て頂くこととなりました。

大変お忙しい中、誠に恐縮ではございますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力いただきますよ

うお願いいたします。

なお、この調査は、市内にお住まいの15歳以上の方から無作為に抽出させていただき、3,000 人の方

を対象として実施しています。

令和６年３月

土浦市長 安藤 真理子

① ご回答はできるだけご本人がお答えください。ただし、おひとりで回答が難しいものは、ご家族

と相談してお答えください。

② お答えは、当てはまる番号に○を、また（ ）内には具体的な内容をご記入ください。

③ ご記入は、鉛筆、ボールペンなどではっきりとお書きください。

④ 本調査は無記名式ですので、ご回答者様のお名前を記入していただく必要はありません。

返送方法は、スマートフォンやタブレット等を利用したＷｅｂからの回答か、回答用紙への記入後に

同封の返信用封筒に入れてご返送いただくことが可能です。（どちらか一方の方法でご回答ください）

１ ． Ｗ ｅ ｂ の場合

スマートフォン等から、右の二次元コードを読み取り、令和６年

４月４日(木)までご回答ください。ＰＣの場合は下のURLから

アクセスをお願いします。

URL: https://logoform.jp/form…

※ 詳細は別紙「Web回答のご案内」をご参照ください。

２．郵 送 の場合

お手数ですが、記入後の回答用紙を同封の返信用封筒に入れて、令和６年４月２日(火)

までに投函してください。（切手は不要です）

【お問合せ先】 調査について、ご不明な点等がございましたら下記にお問い合わせください。

あなた自身のことについてお答え下さい

ご回答にあたってのお願いと注意点

その他（自由意見）
≪Web回答用≫
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１．ホール、ギャラリー

２．図書館

３．集会施設、生涯学習施設

４．屋内運動施設

５．高齢者福祉施設

６．児童館等

７．支所・出張所

ａ ・ ｂ ・ ｃ ・ ｄ

ａ ・ ｂ ・ ｃ ・ ｄ

ａ ・ ｂ ・ ｃ ・ ｄ

ａ ・ ｂ ・ ｃ ・ ｄ

ａ ・ ｂ ・ ｃ ・ ｄ

ａ ・ ｂ ・ ｃ ・ ｄ

類型別の方向性（素案）について、あなたのお考えをお答えください

回答にあたり、別紙の「土浦市公共施設等再編・再配置計画 類型別の方向性（素案）」をご確認いただき、土浦市の公共施設が置かれている状況や現在進めている公共施設マネジメントの取り組みをご理解いただいた上で、

以降の設問にご回答下さい。

設問１ 類型別の方向性（素案）で示した23類型の「今後の方向性」のうち、以下の7類型について、ご自身のお考えに最もあてはまるものをお答えください。（ａ～ｄから１つ選んで○をつけてください）

また、「ｂ．一部修正の上、進めてよい」、「ｃ.現状維持がよい」、「ｄ.その他」を選択した場合はその内容や理由について、その他、各類型に対するご意見やご提案があれば、右の意見欄にご記入ください。

意見欄この方向性で

ｂ ｃ

進めてよい

ａ

一部修正の上、

進めてよい

現状維持

がよい

ｄ

その他

設問２ その他の類型（8～23）に対するご意見やご提案があれば、右の意見欄にご記入ください。

☆高齢者の生きがい増進や健康づくりの場としての機能を確保しつつ、

集約・複合化により建物総量の圧縮を図ります。

☆他類型の施設との複合化により、多様な世代・目的の方が集える場の提供

を図ります。

☆温浴設備は、利用状況、維持管理コスト及び設備の老朽化状況等を踏まえ、

今後のあり方について検討します。

施設類型：５．高齢者福祉施設（老人福祉センター 等）

☆複合・集約化により建物総量を圧縮しつつ、子育て支援の場の維持を図りま

す。

☆複合化により、施設の多機能化や多世代交流の充実など、利便性や魅力の

向上を図ります。

施設類型：６．児童館等（児童館、子育て交流サロン 等）

☆他の施設との複合化により建物総量を圧縮しつつ、地域の拠点施設への

移設による利便性向上を図ります。

☆現在の利用状況やマイナンバー制度を含めたデジタル化の進展を踏まえ、

各地区に必要な窓口機能について見直しを図ります。

施設類型：７．支所・出張所

☆地域の活動拠点となる施設に機能を集約することで、建物総量を圧縮しつ

つ、施設の多機能化・多目的化による利便性の向上を図ります。

☆施設の機能や運営内容の見直しにより、様々なニーズに対応した、魅力ある

サービスの提供を図ります。

施設類型：３．集会施設、生涯学習施設（地区公民館 等）

ａ ・ ｂ ・ ｃ ・ ｄ

☆屋内運動施設として利用可能な他の施設の活用によりサービス量を確保

するとともに、運営内容や機能の見直しにより、様々なニーズに対応し

た、魅力あるサービスの提供を図ります。

☆民間ノウハウ活用による収益性向上、サービス向上を図ります。

施設類型：４．屋内運動施設（武道館、新治トレーニングセンター 等）

☆建物総量を圧縮しつつ、ホールとして活用できる広さ・機能を持つ他の

施設の有効活用により、機能の確保を図ります。

☆民間ノウハウ活用による収益性向上、サービス向上を図ります。

施設類型：１．ホール、ギャラリー（市民会館、市民ギャラリー 等）

☆現在の利用状況や市民ニーズ等を踏まえた建物総量の適正化を図ります。

☆より多くの市民が気軽に利用でき、市民生活の身近な存在となるよう、

利便性向上を図ります。

施設類型：２．図書館（図書館、地区分館）
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